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１．研究の目的
（１）説明的文章の指導内容の確立
　筑波大学附属小学校国語教育研究部（2016，以下，
筑波（2016）とする）では，国語の授業に関する教師
の意識調査を行い，次のようにまとめている。
　　指導内容よりも，指導方法に問題意識を感じる教
師が多いことがわかった。
　　しかし，指導内容よりも，指導方法に問題意識を
感じる教師が多いことも問題である。なぜなら，国
語は指導内容があいまいであり，それを明らかにし
ないまま，指導方法だけを工夫しても意味がない。
つまり，教師の問題意識の持ち方自体に問題がある
のかもしれないのである。（９－10頁，傍線部は引
用者による）
　現行の学習指導要領では，全ての教科で「言語活動
の充実」が求められた。もとより学習そのものが言語
活動である国語科は，他教科の範として，言語活動を
推進する役割を担ってきた。その中で，言語活動の方
法，どのようにして児童生徒を活動させるかのみに，
焦点が当たりがちであった。
　一方，新しい学習指導要領は，学習の内容と方法の
両方を重視している。全ての教科で［知識及び技能］
［思考力，判断力，表現力等］［学びに向かう力，人間
性等］の３つの資質・能力の育成が求められている。
　その中で課題として見えてくるのは，筑波（2016）
も指摘する，国語科の指導内容の曖昧さである。新し
い学習指導要領では，語彙指導の充実の必要性がう
たわれ，例えば中学校第１学年では，「事象や行為，
心情を表す語句の量を増やすこと」とある。しかし，
「事象や行為，心情を表す語句」とは，具体的にどの
ような語句を指すのかは，学習指導要領においても，
国語科教育学研究においても，明確にされていない。
社会科で言うならば，歴史を扱うこと，江戸時代を扱
うことは決まっていても，江戸時代の「何を」学ぶの
かが定まっていないということになる。当然ながら社
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会科で，江戸時代の何を学ぶかは明確にされている。
　説明的文章を「読むこと」の指導においても同様で
ある。学習指導要領では，学習過程ごとの指導事項が
示されている。しかし，具体的に個々の教科書の教材
文で，何を教えるべきかまで示されているわけでは
ない。これまで行われてきた多くの説明的文章の指
導では，教材文の内容理解や，筆者の主張の理解が，
指導の中心的な内容とされてきた。その結果として，
国語科の授業で何を学んでいるかと子どもたちに問う
た時，しばしば「教材名」が返答されることになる。
「教材を教える」のではなく，「教材で何を教えるか」
という長年の課題が，現在も解決されていないという
ことである。
　筑波（2016）では，こうした課題を解決するため
に，文学的文章と説明的文章の「読みの系統表」を作
成し，実践と検討を行っている。「読みの系統表」に
は，学年，教科書教材ごとに「読みの系列」「読みの
技能」「読みの用語」が示されている。
　本研究でも，筑波（2016）と同様の問題意識を持っ
ている。やがては，群馬大学教育学部附属中学校国語
科における，説明的文章の指導の系統表の作成にたど
り着きたいと考えている。ここではその端緒として，
「学習用語」により指導内容を明確した説明的文章の
指導実践を提示する。
　次に，中学校国語科におけるこうした研究の意義に
ついて述べる。
（２）中学校における説明的文章の指導内容の確立の
意義
　すでに述べた通り，新しい学習指導要領では，［学
びに向かう力，人間性等］が育成すべき資質・能力の
一つに掲げられている。確かな［知識及び技能］と，
それを活用する［思考力，判断力，表現力等］を養う
とともに，それらの力を，卒業後の社会性や人間性に
つなげていく必要がある。中学校は義務教育の最終の
３年間であり，生徒たちの社会性や人間性に資する学
習指導とすることを，小学校よりも強く意識すること
になる。
　また実際には，ほとんどの中学生は高等学校へ進学
する。特に附属中学校の生徒の多くは，いわゆる難関
高校への進学を希望している。
　周知の通り，現在，大学入試が，より思考力，判断
力，表現力を問う形式に変更されようとしている。一
方で，高校入試では，すでにそうした形式が定着して
いる。群馬県公立高校入試では，説明的文章の叙述に
即して自分の考えを述べよという出題が，長年なされ
ている。また高校独自の入試の多くでは，難易度の高
い説明的文章を短い時間で読解し，自分なりの意見を
論理的に述べることを求められる。
　また別に，中学校では第３学年が対象となる全国学
力・学習状況等調査では，説明的文章の構成と内容を
把握する力，並びに叙述を根拠に表現する力の有無が
はかられている。
　本研究では，中学校における説明的文章の指導にお
ける内容を明確にして，生徒の［知識及び技能］と
［思考力，判断力，表現力等］の両面の育成を目指す
ものである。言うまでもないが，狭い意味での受験対
策を行うつもりは全くない。そうではなくて，入試や
調査が提示している，社会生活において必要な国語の
力に対応した授業を形成したい。教材として説明的文
章を選択したのもそのためである。
　国語科での学びが，その後の社会性，人間性に生き
るものであることを明確に示したい。そのために指導
すべき内容を確立していく。その内容を明確にするた
めに鍵となるのが，「学習用語」である。それについ
ては次項で述べる。
　また，説明的文章の指導内容や学習用語について
の，中学校国語科における実践成果のまとまりは少な
い。小学校では，先の筑波（2016）や，難波博孝・三
原市立木原小学校（2006）のような，説明的文章の指
導実践集が複数見られる。今回のように，中学校にお
いて，説明的文章の指導内容が検討されることは少な
く，本研究には十分な意義があると言えるであろう。
（３）学習用語について
　東京学芸大学国語教育学会（2013）では，「学習用
語」を獲得する意味について次のようにまとめてい
る。
　①「話す・聞く」「書く」「読む」などの言語活動を
主体的かつ円滑に進めるためには，子どもがその
内容や観点などについての概念を獲得することが
必要である。
　②「国語科学習用語」とその意味を知ることが，概
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念をつくり意識化するための有効な手立てとな
る。（５頁）
　上記にあるように，「学習用語」を概念語として獲
得させることが，日々の国語の学びを汎用的な学力に
していくために必要である。
　例えばある教材文の「要旨」を読み取ることができ
たとする。しかし，ただ要旨を読み取るという行為，
活動をするのみでは，他の文章の要旨を読み取る力
や，要旨のある文章を書く力にはつながりにくい。文
章には，「要旨」という，内容の中心となる事柄があ
るということ。その「要旨」を支える文章の「構成」
や「表現」があるということ。その意味や役割をしっ
かりと学ばせることで，一つの教材文の読み取りが，
次の学びへとつながっていくのである。
（４）群馬県教育委員会『平成30年度学校教育の指針
解説』とのかかわりについて
　研究の目的の終わりに，群馬県教育委員会『平成30
年度学校教育の指針解説』（以下，『指針解説』とす
る）とのかかわりについて整理しておく。
　『指針解説』の中で，「国語科の指導の重点事項」に
挙げられているのは次の４点である。
　１　伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力の
育成に適した言語活動を設定する
　２　目的意識をもって課題解決に取り組ませる
　３　教材文や資料の中にある言葉，叙述，図表など
を根拠に，自分の考えを形成する
　４　目的を明確にした交流を通して個や集団の考え
を広げ深める （29－31頁）
　１にある「伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・
能力」を明確にすることこそ，本研究の最大の眼目で
ある。これまでの「言語活動の充実」の中で，最も見
落とされていた点であることを，すでに（１）で述べ
てきた。
　２の「目的意識をもって」については，（２）で触
れてきたことと重なる。社会性，人間性につながる，
中学生にとって必要な言葉の力は何かを，生徒も教師
も強く意識する必要がある。
　３については，後述する「題名」を学習用語に設定
した授業実践Ⅰの中で述べている。
　４について，『指針解説』の中ではさらに，「考えを
広げる交流の視点例」として，「課題についての個々
の考えが不十分だったり多様な考えが出されているな
ど，対話の必然性があるか」と述べられている。これ
までの言語活動では，個の時間が十分の確保されない
ことが多かった。実践Ⅱ・Ⅲではその反省のもと，集
団で考える前提としての個で考える時間の確保に努め
ている。
　以上，研究の目的として，本研究の意義や群馬県教
育委員会の『指針解説』とのかかわりについて述べて
きた。
　こうした目的や課題意識を共有し，大学教員，附属
学校教員が，共同で学習単元を作成し，説明的文章を
教材にして，それぞれ授業実践を行った。その授業の
内容と様子を，実践Ⅰ・Ⅱ・Ⅲとして以下に報告す
る。指導内容を明確にするため，それぞれの授業に
「学習用語」を立てた。Ⅰは「題名」，Ⅱは「推論」，
Ⅲは「吟味」である。
２．実践Ⅰ：学習用語「題名」
（１）日時　平成30年１月
（２）学級　群馬大学教育学部附属中学校１年
（３）指導者　河内昭浩（群馬大学）
（４）教材名　「言葉がつなぐ世界遺産」（説明的文
章・教育出版）
（５）学習指導要領上の位置付け
［知識及び技能］
　（２）ア　原因と結果，意見と根拠など情報と情報
との関係について理解すること。
［思考力，判断力，表現力等］
　読むこと（構造と内容の把握）
　ア　文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意
見との関係について叙述を基に捉え，要旨を把握する
こと。
（６）単元のねらい
　本単元は，説明的文章の「題名」に着目させ，題名
と，題名に関連する語句とのつながりから，筆者の主
張と文章の構造を把握させることをねらいとしてい
る。
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　新しい学習指導要領では，［知識及び技能］の一項
目として，新たに，「情報の扱い方に関する事項」が
創設された。新『中学校学習指導要領解説国語編』
（以下，『解説国語編』とする）には，この事項につい
て，「話や文章に含まれている情報を取り出して整理
したり，その関係を捉えたりすることが，話や文章を
正確に理解することにつながり，また自分のもつ情報
を整理してその関係を分かりやすく明確にすること
が，話や文章で適切に表現することにつながる」（９
頁）とある。中学第１学年では，「情報と情報との関
係」について，「ア　原因と結果，意見と根拠など情
報と情報の関係について理解すること」が指導事項と
して示されている。
　「題名」は，文章の最初に表出する「情報」であ
る。その情報をもとに，関連する語句を整理し，関係
性を捉えることで，文章全体を理解することができる
ようになる。また「題名」を国語科で学習すべき「学
習用語」として指導することが，汎用的な説明的文章
の読解の力につながる。
　さらに，「題名」に着目して読む力を，自分の伝え
たい内容を明確にし，その内容を「題名」に集約して
表現するという「書く力」につなげていきたい。短い
本単元のみでは，題名を書く力の育成までは及ばな
い。次節に示す通り，附属中学校３年間の指導の系
統化を図り，今後，その中での指導を計画していきた
い。
　また新しい学習指導要領では，「読むこと」（［思考
力，判断力，表現力等］）の学習過程として，新た
に，文章の解釈（「精査・解釈」）の前に，「構造と
内容の把握」が位置付けられた。「構造の内容と把
握」とは，「叙述を基に，文章の構成や展開を捉えた
り，内容を理解したりすることである」とされている
（『解説国語編』35頁）。その上で，中学第１学年の指
導事項には，「ア　文章の中心的な部分と付加的な部
分，事実と意見との関係について叙述を基に捉え，要
旨を把握すること。」と記されている。
　「叙述」とは，「ある物事について順を追って書き述
べること。また，その書き述べたもの」（『明鏡』）で
ある。本単元は，題名を出発点として順を追って読み
進め，文章全体の構造と要旨を読み取らせることをね
らいとしている。新しい学習指導要領の求める「構造
と内容の把握」に即した学習内容であると考えている。
　またさらに，群馬県教育委員会のまとめた『指針解
説』では，国語科の指導の重点事項の一つとして，
「教材文や資料の中にある言葉，叙述，図表などを根
拠に，自分の考えを形成する」ことが挙げられてい
る。この重点事項は，すでに挙げた新しい学習指導要
領の「情報の扱い方に関する事項」（［知識及び技能］）
と，「構造の内容と把握」（「読むこと」［思考力，判断
力，表現力等］とを，包括した内容になっている。本
単元は，群馬県の国語科の目指す方向とも重なると考
えている。
（７）指導と評価の計画（全４時間）
　①単元の評価規準
［知識及び技能］題名の情報をもとに，言葉と言葉の
関係をつかむことができている。
［思考力，判断力，表現力等］文章の構成と要旨をと
らえるとともに，筆者の思いに対する自分の考えを表
現することができる。
［主体的に学習に取り組む態度］学習内容ごとの振り
返りの中で，本単元の学びを次の読むことの学習に生
かそうとしている。
　②指導計画（目標）
第１時：題名のキーワードとつながる言葉を本文から
探すことができる。（本時）
第２・３時：文章の構成をとらえ，文章を要約するこ
とができる。
第４時：筆者の思いに対する自分の考えを文章にまと
めることができる。
（８）本時の目標
　題名と，題名に関連する語句のつながりから，文章
全体の構造と要旨を捉えることができる。
（９）本時のめあて
　題名を読む　題名から読む
（10）本時の展開（１／４）
学習活動と予想される
生徒の反応
指導上の留意点及び支援・評価
１　本時の課題をつか
む
・題名とは何か。
・題名には筆者の主張
が凝縮されている。
○「題名」が本時の学習用語であ
り，筆者の主張を読み解くう
えで，「題名」に使われている
言葉が鍵になることを理解さ
せる。
２　題名を読む
・「世界遺産」とは何か，
「つなぐ」「言葉」とは
どういう意味か。
○題名に用いられている一語一
語の意味を問う。特に「つな
ぐ」の意味は「長く続くように
する，絶えないようにする」
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・「言葉」「つなぐ」「言
葉をつなぐ」という
言葉と関連のある言
葉をつかむ。
　であり，「手をつなぐ」の「つ
なぐ」（離れているものをつな
ぐ）とは異なることを確認さ
せる。
３　題名の言葉に関連
する言葉を見付け
ながら本文を通読
する
○ワークシートに題名との関連
語に○を付けさせる。○の付
かない段落には（　）を付けさ
せる。
４　文章の要旨の大体
をつかむ
・印をつけた部分を読
み返す。
・筆者の主張を考え
る。
・題名の意味を改めて
考える。
○題名に関する言葉のある段落
に筆者の主張がある事に気付
かせる。
［題名に関する言葉］
　守る・修復・保存・「修復記
録の蓄積」・「世代を超えた技
術の伝承」など
５　本時を振り返る ［評価］（知識及び技能）言葉と言
葉の関係をつかむことができて
いる。（ワークシート）
（11）考察
　学習用語である「題名」の概念を獲得させるため，
「題名」で貫く指導計画を設定し，全４時間の授業
で，「題名」と関連させた学習活動を行った。導入で
は，「題名とは何か」「なぜ題名があるのか」と問う
た。説明的文章における題名には，筆者の主張が凝縮
されており，いわば「究極の要約」であることを確認
した。さらに，題名を正しく読み取り，本文から題名
と関連する言葉を見つけていけば，文章の大事なとこ
ろ，すなわち筆者の主張が見つかるはずであり，「題
名を読む　題名から読む」ことの大切さを確認した。
生徒は，今まであまり深く考える機会がなかった「題
名」について，改めて認識することができた。
　具体的には，教材「言葉がつなぐ世界遺産」とい
う「題名」に着目させ，特に「言葉」と「つなぐ」を
キーワードとして大切に読んでいくことを強調した。
全文を一枚にまとめたプリントを配付し，「言葉」と
「つなぐ」に関連した語句に印をつけていくよう指示
した。それぞれ色を分けさせたことにより，視覚的に
それぞれの配置が分かりやすくなった。生徒は，集中
して言葉の一つ一つと向き合い，「言葉」と関連する
語句として，「文字」「情報」「記録」等，「つなぐ」と
関連する語句として，「修復」「保存」「受け継ぐ」等
があることに気付くことができた。この活動は，普段
国語を苦手としている生徒も取り組みやすく，夢中に
なって「言葉」や「つなぐ」に関連する語句を探す様
子が見られた。
　本文全体を見渡すと，「題名」に関連する語句がた
くさん使われていることに気付くことができる。さら
に，形式段落ごとに関連する語句をまとめたものをス
ライドで示すと，全体の構成に気付く生徒が出てき
た。まず，最後の第20段落に「修復記録の蓄積」と
「世代を超えた技術の伝承」という言葉が書かれてお
り，ここがまとめの段落と考えられることに気付き，
そこから「修復記録の蓄積」に関連する語句がまと
まっている段落と，「世代を超えた技術の伝承」に関
連する語句がまとまっている段落があることを捉える
ことができた。
　つまりこの文章は，世界遺産を「修復記録の蓄積」
と「世代を超えた技術の伝承」で守っていくという内
容なのだということを，まだ精読していない段階で，
大まかに捉えることができたのである。
　振り返りには，「題名のキーワードに関連する言葉
が，文章の中にたくさん入っていることを初めて知り
ました」「いつもあまり気にしなかったけれど，題名
は筆者の言いたいことが短く書かれていて，とても
大切なことだから，これからは題名を気にして読みた
いと思った」「題名のキーワードとつながる言葉を探
すだけで，大体の内容はとらえられるということがわ
かった」等の記述が見られ，題名についての理解が深
まった様子であった。
　今回の「題名」で貫く学習によって，説明的文章に
おける「題名」の役割について理解が深まったと考え
られる。今後は，他作品において，今回の学習を生か
す指導計画を工夫していくことが必要である。また，
自分で作文を書くときの題名づくりに生かすことがで
きるようにしていきたい。
３．実践Ⅱ：学習用語「推論」
（１）日時　平成30年10月
（２）学級　群馬大学教育学部附属中学校１年
（３）指導者　今井奈なえ（附属中学校）
（４）教材名　「花の形に秘められたふしぎ」（説明的
文章・教育出版・中学１年）
（５）学習指導要領上の位置付け
［知識及び技能］
　（２）イ　比較や分類，関係付けなどの情報の整理
の仕方，引用の仕方や出典の示し方について理解を深
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め，それらを使うこと。
［思考力，判断力，表現力等］
　Ｃ　読むこと（精査・解釈）
　エ　文章の構成や展開，表現の効果について，根拠
を明確にして考えること。
（６）単元のねらい
　本教材は，「花の形」と「訪れる昆虫」の関係につ
いて，調査した結果とそこから導かれた筆者の考えを
まとめた説明文である。「花」と「昆虫」という中学
１年生にとって身近な話題で，「花による昆虫の種類
の偏り」という「ふしぎ」を，観察による事実から推
論するという形で解明していくという話の流れに，生
徒は興味深く読み進めることであろう。
　「花の形に秘められたふしぎ」という題名は謎めい
ており，読者の興味を引きつけるとともに，問題提起
のはたらきもある。また，本教材の構成は，最初の段
落の「大きな問い」と最後の段落の「答え」の間に，
説明の役割をもつ小さな「問い―答え」のセットが二
つ繰り返されるという，いわゆる「入れ子構造」と
なっている。これら３つの「問い―答え」の関係は，
それぞれ「なぜ」から始まる問いと，「つまり」「この
ことから」「このように」という接続語で答えを導く
という構造になっており，段落と段落の関係がつかみ
やすい。さらに，グラフが１点，写真が５点，図が２
点掲載されており，本文の理解を支えたり広げたりす
るものとして，重要な役割を果たしている。
　以上のことから，本教材の学習を通して，読み手を
説得するための文章構成の工夫，連続型テキスト（文
章）と図表等の非連続テキストを適切に組み合わせ，
補い合わせて読んでいくという読み方を学び，他の文
章を学習する際や自分で説明文を書く際に生かすこと
ができるようにしたい。
（７）指導と評価の計画（全５時間）
①単元の評価規準
［知識及び技能］「花の形の多様さ」と「昆虫」の関
係を分かりやすくまとめ，比較することができる。
［思考力，判断力，表現力等］グラフや図表と文章を
照らし合わせながら関連を捉えて内容を理解したり，
文章全体の構成を捉えて図示したりすることができる。
［主体的に学習に取り組む態度］文章と図表などとの
関連を考えながら，筆者の説明の仕方に注意して文章
を読もうとしている。
②指導計画（目標）
第１時：説明的文章を図式化する意義や方法が分か
る。
第２時：興味をもって本文を読み，分かったことをま
とめ，伝えることができる。
第３時：文章全体を図式化し，３つの「問いと答え」
と，それぞれの役割を考えることができる。（本時）
第４時：「花の形」と「昆虫」の関係について，本文
や図表を用いてまとめ，説明することができる。
第５時：文章構成や表現の仕方の特徴を捉え，まとめ
ることができる。
（８）本時の目標
　文章構成を図式化することを通して，３つの「問い
と答え」を捉え，文章中でのそれぞれの役割を考える
ことができる。
（９）本時のめあて
　文章の構成を図式化してみよう
（10）本時の展開（３／５）
学習活動と予想される
生徒の反応
指導上の留意点及び支援・評価
１　本時の課題をつか
む
・本時は文章構成を図
に表すのだな。
○図式化の手順を想起させ，見
通しをもって取り組むことが
できるようにする。
２　本文を読み，文章
全体を図にまとめ
る
・まず問いの文と答え
の文を探してみよ
う。
・問いの文がたくさん
あるのはどうしてか
な。
・答えの文は，まとめ
を表す接続語が書い
てあるから分かりや
すいな。
○主体的な学びとなるよう，個
人で考える時間を十分に確保
する。
○グループで学び合いをする中
で多くの気付きがあるよう，
学習が進まない生徒にヒント
を与え過ぎないようにする
が，必要に応じて，問いの文
と答えの文に線を引き，その
関係が分かるように，ノート
にまとめるようアドバイスす
る。
３　文章構成がよくわ
か る 図 に な る よ
う，グループで検
討する
・文章全体に関わる大
きな問いと，それを
解くための小さな問
いという役割がある
ことが分かった。
○各グループで，一人一人順番
にまとめた図を見せながら説
明するよう促す。その際，よ
く分からないところを質問し
たり，なるほどと思ったこと
を伝えたりして，互いに対話
する中で個々の理解が深まる
ようにする。
４　本時の学習内容を
振り返り，今後の
学習への見通しを
もつ
［評価］（思考力，判断力，表現
力等）文章全体の構成を捉えて
図示することができる。（ノー
ト）
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（11）考察
　生徒は，第１時で学んだ図式化の意義や方法を生か
し，見通しをもって文章全体の構成を図にまとめ，３
つの問いと答えの関係を捉えることができた。この後
第４時において，根拠となる部分の内容を捉え，第３
時の図に加えて全体を確認し，この文章が「推論」に
よって成り立っていることを明確に捉えることができ
た。今後は，他の題材においても，「図式化」を通し
て文章構成を捉える場を設け，生徒が「図式化」を読
みの技能の一つとして身に付け，必要に応じて自ら活
用することができるようにしていきたい。
４．実践Ⅲ：学習用語「吟味」
（１）日時　平成30年10月
（２）学級　群馬大学教育学部附属中学校３年
（３）指導者　下田俊彦（附属中学校）
（４）教材名　「新しい博物学の時代」（説明的文章・
教育出版・中学３年）
（５）学習指導要領上の位置付け
［知識及び技能］
　（２）イ　情報の信頼性の確かめ方を理解し使うこと。
　情報化が進展し様々な情報が氾濫している現代社会
においては，情報の信頼性を十分吟味する必要があ
る。情報を受信する際にも発信する際にも，その情報
の事実関係や裏付ける根拠，一次情報の発信元や発信
時期など，情報の信頼性について確かめることが重要
である。
［思考力，判断力，表現力等］
　Ｃ　読むこと（精査・解釈）
　イ　文章を批判的に読みながら，文章に表れている
ものの見方や考え方について考えること。
　文章を批判的に読むとは，文章に書かれていること
をそのまま受け入れるのではなく，文章を対象化し
て，吟味したり検討したりしながら読むことである。
説明的文章では，例えば，文章中で述べられている主
張と根拠との関係が適切か，根拠は確かなものである
かどうかなど，述べられている内容の信頼性や客観性
を吟味しながら読むことが求められる。その上で，文
章に表れているものの見方や考え方について，自分の
知識や経験などと照らし合わせて，納得や共感ができ
るか否かなどを考えることが重要である。
（６）単元のねらい
　本教材では，説明的文章を吟味する力を生かして，
意見文を書く活動を通して，文章を批判的に読む力を
高め，情報の信頼性の確かめ方を理解し，表現する技
能を身につけることをねらいとしている。筆者は，文
科系と理科系に分断された人間の叡智を結びつける
「新しい博物学」を提唱し，その時代となることの必
要性を訴えている。二つの分野を結びつけることは，
事物を捉える上で非常に効果的であり，学習者も共感
しながら読み進めることができる内容となっている。
また，筆者の主張とそれを支える事例が，明確に打ち
出されているため，賛否や根拠の過不足の判断を主体
的に行いながら読むことに適した教材である。
　「情報の信頼性の確かめ方を理解し使うこと」につ
いては，１学期に「情報を編集するしかけ」という
題材で，情報は意図的に編集されていることを学習
した。振り返りには，「誰にどんな目的で伝えるかに
よって選ばれる情報がかわることがわかった。」「編集
者によって伝え方が違うので，受け取る側がしっかり
と情報を分析しないといけない。」という記述が見ら
れた。
　情報を分析する方法や発信する方法は理解してい
る。一方で，情報の信頼性を確かめる方法について
は，学習が不十分である。フェイクニュースの映像を
視聴した際に，情報を鵜呑みにして試聴の感想を述べ
る生徒が多く見られた。また，「家庭でインターネッ
トを自由に使える環境があるか」という質問に，ほと
んどの生徒が「はい」と答えた。出所や著者が曖昧な
内容も多い情報を利用していると思われる。情報を読
むだけでなく，発信している生徒もいる。そこで，本
単元では，情報の信頼性の確かめ方を理解して表現技
能を高められるよう，事例選択の妥当性や証拠となる
事例の確かさを，吟味したり検討したりする方法につ
いて理解していく。さらに情報を的確に使うことがで
きるよう，活用の場面を設定していく。
　また，文章を批判的に読みながら，文章に表れてい
るものの見方や考え方について考えることについて
は，１学期に『私』という文学的文章で，登場人物の
設定や展開の意味について批評文を書いた。また，
「広告のコピーを批評する」という教材で，コンビニ
のコーヒーのキャッチコピーを比較した上で，批評文
を書く活動を行った。生徒は，それらの学習で，文章
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を批判的に読んだり書いたりする学習を行っている。
一方で批評文には，文章の工夫や良い点に注目し，そ
の良さを評価する内容を記述する生徒が多く見られ
る。わかりにくい所や不十分な点を十分に指摘できて
いる生徒はあまりいない。特に，説明的文章では，優
れた点の評価を中心に学習していくことが多く，わか
りにくい点や不十分な点を批判的に検討する学習は限
定的であった。そのため，本単元で，他者の考えと比
較，分類，関連付けなどを行うことで，多様な観点か
らその妥当性や信頼性を吟味し，考えを深める「クリ
ティカル・シンキング」の視点を意識しながら，文章
を読み進めるような場面を設定していく。
（７）指導と評価の計画（全６時間）
①単元の評価規準
［知識及び技能］事例選択の妥当性や証拠となる事例
の確かさを，吟味したり検討したりする方法について
理解し使うことができる。
［思考力，判断力，表現力等］文章の主張・事例・題
名について，評価の観点を意識して批判的に読むこと
ができる。
［主体的に学習に取り組む態度］説明的文章を吟味す
る力を生かして，意見文を書こうとしている。
②指導計画（目標）
第１時：吟味しながら説明的文章を読むことの意義を
理解し，吟味読みの方法を理解することができる。
第２時：全文を通読し，論理の展開を捉えて，文章の
内容を正確に理解することができる。
第３時：筆者の主張について，吟味しながら読み，主
張の妥当性について考えることができる。
第４時：本文の事例について，吟味しながら読み，事
例選択の妥当性や事例の根拠について考えることがで
きる。（本時）
第５時：題名を吟味するための評価の観点を考え，
「新しい博物学」という学問名について検討しながら
読むことができる。
第６時：主張・事例・題名について吟味する力を生か
して，自分の考えを意見文に書くことができる。
（８）本時の目標
　本文の事例について，吟味しながら読み，事例選択
の妥当性や事例の根拠について考えることができる。
（９）本時のめあて
　本文の事例選択や事例の根拠の妥当性を考えよう
（10）本時の展開（４／６）
学習活動と予想される
生徒の反応
指導上の留意点及び支援・評価
１　本時の課題をつか
む
・今日は本文の事例に
ついて吟味しながら
読むことを学ぶのだ
な。
○前時に，筆者の主張を吟味読
みした過程を振り返る。
○事例は本論に書かれていたこ
とを確認する。
２　本文の事例を吟味
する観点をもとに，
事例の妥当性を検討
する
・天文学では解明でき
なかった疑問を，文
学の記述と重ねるこ
とで解決できた事例
は，専門分野をつな
ぐ良さを説明する例
として適切だ。
・藤原定家の記録は，
過去の文献をまとめ
たものなので，根拠
の確かさという観点
では少し弱いと思
う。
○共通の判断基準で事例を吟味
できるようにするめに，本文
の事例を吟味する観点を共有
する。
　①　事例選択は妥当であるか
　②　事例の根拠は確かなもの
か
○全体で活発な意見交流を行
い，相互に事例について読み
深めることができるように，
個人やグループで検討する時
間を十分に確保する。
３　他教科の教科書や
図書室の本を活用し
て，筆者の主張を支
える新しい事例を考
える
・地層に関わる調査で
は，地質学などの理
科系の要素と歴史学
などの文科系の知を
合わせているな。
○本文に合った様々な事例を考
えられるようにするために，
各教科の教科書を準備させた
り，図書館の本を教師が用意
したりする。
○理科系知を文科系に生かした
例が実際に少ないか疑問を抱
かせて調べさせ，事例の妥当
性について再度考えさせる。
４　事例を吟味した力
を生かして意見文を
書く
・私は筆者の文科系の
知識を理科系に生か
した実例にあまり共
感できない。文学で
天体現象が使われた
実例は，天文学との
結びつきとは言えな
いので，根拠として
弱いと思う。
○筆者の論の進め方の工夫して
いる頭括型で意見文を書くこ
とで，筆者の構成や内容を振
り返ることができる。
［評価］（思考力，判断力，表現
力等）本文の事例の妥当性につ
いて，評価の観点を意識して批
判的に文章を読むことができて
いる。（ノートの記述，発言，
意見文）
（11）考察
　学習用語である「吟味」の概念を獲得させるため，
「吟味」で貫く指導計画を設定し，全６時間の授業
で，「吟味」と関連させた学習活動を行った。事例に
ついて考えた際は，妥当性や根拠の確からしさについ
て，吟味しながら文章を読む力を高めた。また，筆者
の主張を支える事例を生徒が新たに考え，互いが考え
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た事例を吟味しながら妥当性を検討した。生徒は，こ
の学びで新しく得られた観点で，自分たちの調べた事
例を吟味することができた。また，教科書の文章で
あっても批判的に読もうという姿勢が高められた。さ
らに，本時で学習した「吟味」について意見文を書く
ことで，「学んだことの振り返り」と「表現力と主体
性を育むこと」ができた。「読む」から「書く」へと
活かす学習へとつなげることができた。
５．今後の課題
　本研究においては，学習用語を活用し，説明的文章
において指導すべき内容を明らかにすることで，文章
をより確かに読むことができる生徒の育成を目指し
た。
　今後の課題としては，学習用語の系統表を完成さ
せ，３年間を見通した指導を行うことが挙げられる。
学習用語については，既に小学校で学んできているも
のもある。その把握に努めつつ，中学校学習指導要領
と照らし合わせて，中学校段階として獲得すべき学習
用語を洗い出し，どの学年の，どの教材で，どの学習
用語を獲得させるべきかを明らかにし，系統表として
まとめたい。また，同じ学習用語でも学年ごとに何が
できるようになればよいのかという「読みの技能」の
系統性も明らかにする必要もあろう。例えば，１年生
では「題名」の役割について理解し，２年生では「題
名」の種類や読み手を引きつける題名の秘密を探り，
３年生では１・２年生の学びを活用して，「文章に題
名をつける」という表現へとつなげていくということ
も考えられる。それぞれの学習用語を獲得するために
は，３年間を通して，スパイラルに学んでいく必要が
ある。ただ同じことを繰り返し学ぶのではなく，学年
が上がるにしたがってより理解が深まることを目指
し，さらに，表現にまでつながるような系統表を作成
していきたい。
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